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新型コロナウイルス感染拡大を防ぐために 

縮小した「卒業証書授与式」 
 ２月半ばより、新型コロナウイルスの感染が拡大し、３月２日より臨時休業措置が取られました。

中学校最大の卒業式も縮小した形で実施され、来賓の方だけではなく、在校生の皆さんにも参加をし

ていただけませんでした。その内容を紹介します。 

 

 臨時休業中で全く練習ができませんでしたが、卒業生の皆さんは、

しっかりと卒業証書を受け取りました。私は、一人ひとりの顔を見つ

め、中学校での活躍を頭に描き、「おめでとう」の言葉をかけました。 

 式辞の中で、「グライダー型ではなく、飛行機型人間になろう」という 

言葉を紹介しました。 

皆さんはこれまで、学校の中で先生や教科書に引っ張ってもらい知識を得たり、技能を身につけ

てきました。いわば、グライダー型の人間でした。これからの時代は、「柔軟で、豊かな発想」を  

基に、複雑化する社会を独創的に、主体的に生きる飛行機型の人間が求められます。積極的に学び、

自らの力で様々な課題を解決したり、新たな世界を切り拓いていける飛行機型の人間をめざしてく

ださい。 

 

 続いて、在校生代表による「送る言葉」がありました。体育大会、青葉祭、部活動、委員会活動

の中で、先輩たちの活躍ぶりや私たち在校生に対して、丁寧に指導いただいことへの感謝と先輩への

あこがれを述べました。最後に、これから湖北中学校を担って、発展させていくことを誓いました。 

今までは、先輩方の後をついていくだけの私たちでしたが、これからは私たちがその役割を担っ

ていきます。先輩たちが築いてこられたものはあまりに大きく、それを超えることはなかなか容易

なものではないと思います。しかし、湖北中学校の伝統に誇りをもち、発展させるために全力を  

注いで継承していきます。 

 

 卒業式のクライマックスである、卒業生の「お別れの言葉」です。学校の中心として取り組ん

だ、体育大会と青葉祭の取組が話の中心でした。 

応援合戦では、全員で声を掛け合い、団結したことによって、当日はとても感動的なものになり

ました。改めて仲間の大切さを感じ、今も目を閉じるとあの時のみんなの歓声や熱気が昨日のよう

によみがえってきます。 

合唱コンクールでは、互いに意見を出し合い、様々な工

夫をして、自分にしかできない合唱を創りあげました。  

私たちはこの合唱の取組を通して、金賞よりももっと大切

な仲間との絆を見つけました。そして、本当に思い出に  

残る最高の青葉祭になりました。 
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さらに、在校生への感謝の言葉もありましたので、ぜひ、皆さんに伝えたいと思います。 

この湖北中学校で私たちと共に歩んでくれた在校生の皆さんに、

お礼を言わずに別れてしまうことは残念で仕方ありません。これか

らも、この湖北中学校の良き伝統を受け継ぎ、さらに輝く、素晴ら

しい学校にしてくれることを応援したいと思います。在校生の存在

が私たちの励みとなり、私たちは充実した日々を送ることができま

した。私たちを支えてくれたことを心から感謝します。 

 最後に、卒業生の決意と皆様へのご多幸を語ってくれました。     式歌「正解」の合唱 

私たちは今日、新たな一歩を踏み出します。明日への希望と勇気を胸に、夢に向かってしっかり

と歩いて行こと思います。湖北中学校のさらなる発展と皆様方のますますのご健勝とご多幸をお祈

りして、別れの言葉とします。 

 

１，２学年 「修了証」の授与 
 本来ならば、本日が修了式です。新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐために、修了式は実施しま

せんが、皆さんに一言お話をします。 

 本日お渡しする通知票の最後には「修了証」があります。これは、１年間のすべての教育課程を

修了したことを示したものです。私は、皆さんの通知票の内容をすべて読ませていただきました。 

担任の先生は、みなさんのがんばったことを評価し、次の学年への励ましの言葉を記述されました。 

「授業に積極的に取り組み、学級での役割をしっかり果たしました。」「自分の目標に向かってさら

なる活躍を期待します。」という記述が多くみられました。 

皆さんの活動を見ていると、教育目標「生きる・生かす・生み出す」を強く意識して、様々な活

動に取り組んでくれたと思います。相手の意見や様々な情報を基に自分の考えを深める学習に取り 

組んでくれました。体育大会や文化祭では、３年生の人からアドバイスを受けながら新しい文化を

創造してくれました。 

 ４月になると、学年が１つ上がります。２年生は、最高学年となり学校のリーダーとなります。 

生徒会活動の中心として、先輩が築いた伝統をさらに発展してくれることを期待します。 

 １年生は中堅学年となります。２学期以降は学校をリードする立場になります。有意義な中学校

生活を送るためには、２年生が勝負です。 

 ３月２日から臨時休業となり、生活リズムが大きく変わってしまったのではないでしょうか。 

しかし、臨時休業日も本日で終了し、明日からは部活動も再開されます。生活リズムを取り戻し、

新学期に備えてください。 

 

新型コロナウイルスに感染しないようにするため    （首相官邸ＨＰより） 
手洗い 外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などにこまめに手を洗います。 

健康管理 十分な睡眠とバランスのよい食事心がけ、免疫力を高めておきます。 

適度な湿度 空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下します。乾燥しやすい室内では

加湿器などを使って適度な湿度（50%～60%）を保ちます。 

咳エチケット 感染症を他者に感染させないために、咳・くしゃみをする際、マスクやティッシ

ュ・ハンカチ、袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさえることです。 

対面で人と人との距離が近い接触（互いに手を伸ばしたら届く距離でおよそ２ｍ

とされています）が、一定時間以上、多くの人々との間で交わされる環境は、  

リスクが高いです。感染しやすい環境に行くことを避け、手洗い、咳エチケット

を徹底しましょう。 

 


